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東レテクノはＬＣ/ＭＳ/ＭＳ及びＧＣ/ＭＳによる農薬の一斉分析
を行います。

ＬＣ／ＭＳ／ＭＳによる農薬の一斉分析の例

環境省は、ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁を未然に防止する
ための方策を明らかにし、地方公共団体が水質保全の面からゴルフ場を指
導する際の参考となるよう、「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の
防止に係る暫定指導指針」を策定し、排水指針値を定めています。その中
で、分析法としてLC/MS/MSによる一斉分析法及びGC/MSによる一斉
分析法が示されています。

１番目の質量分析部(MS)で特定のイオ
ンだけを通過させ、このイオンをコリジョンセ
ル内でAr(ｱﾙｺﾞﾝ)を衝突させて壊し、生成
するプロダクトイオンから特定イオンを検出
する測定方法です。必要なイオンだけを絞
りこんで検出するため、低ノイズのクロマトグ
ラムが得られます。２つの質量分析部
(MS)を直列に接続して配置するため、タン
デム型質量分析計と呼びます。

ＭＲＭ分析により、各物質の分離が容易になり、選択性の高い同定・定量分析が可能です。

超高速液体クロマトグラフ-
タンデム型質量分析計
(UPLC/MS/MS)【外観】

分析対象 43種農薬
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ＧＣ／ＭＳによる農薬の一斉分析の例

【ゴルフ場農薬
24種一斉分析】

● 特徴 揮発性、熱安定性物質に適する。定量下限値 水試料0.003～0.01mg/L

分析対象 24種農薬(1μg/mL)

【ゴルフ場農薬43種一斉分析（UPLC/MS/MS）】


